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LiteBIRD は代表的インフレーションモデルを完全に検証するための科学衛星計画で 2020 年初頭の打ち上げ
を目指している。30分角（150GHZ）程度の分解能を持つ小型反射型望遠鏡と 100mK に冷却された多色超伝導
検出器アレイで、宇宙マイクロ波背景放射 (Cosmic Microwave Background、CMB) の偏光度を全天にわたり精
密観測する。前景放射分離のため 50-320GHz の周波数帯域をカバーするデザインとなっている。本講演では、
LiteBIRD 計画のミッションとシステム検討について、2014 年度の進展を中心に現状を紹介する。


